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6月２日に種を撒いた『はるかのひまわり』も夏の太陽に向かって花を開き、
９月23日に無事、種を取るため花の摘み取り作業を終了しました。
来年にはまたどこかで大きな花を咲かせ、災害に対してみんなの意識の向上と助け合いの
心をつないでいってくれることでしょう。もちろん、多里でもプロジェクトを続けていく
予定です。ご協力してくださった方々、花を見に来てくださった方々ありがとうございました。

満天☆満開プロジェクト種取り終了！

今年は、地震を想定して防災訓練を行います。
多里地域の今年度の訓練想定は、「多里の常福寺前　宝山橋の下にある水道管が破損した」という想定です。
実際に破損した場合、多里上町にあるバルブを閉めることになります。
その場合は、そこから下の多里自治会（灰谷含む）萩原自治会・湯河自治会と広範囲に断水となります。
給水車が来ても高齢の方々のサポートはどうしたらいいのか、道路事情で給水車がなかなか来られない場合は、
地域内でどう対応していけばいいのかなど考える機会になると思います。
当日は自衛消防団が声をかけて回る予定です。農繁期の忙しい時期ですが、もしもの時の安心感につながる訓練になればと考えます。
当日は防災無線が流れますが、訓練放送です。お間違えのないようにお願いします。

日南町総合防災訓練 １０月６日（日）8:30～11:30

今後の行事予定 詳細につきましては、来月号でお知らせします。

10月11日（金）　多里地域
　　　　　　　        みんなの人権小地域懇談会
　　　　　　　        桜ヶ瀬会館
11月11日（月）まちづくり懇談会（予定）
　①　中心地整備計画の策定状況の説明（役場）
　②　地域の課題(これから地域で考えます)　　
11月17日（日）　地域文化祭（予定）　

遊四季多里のプチ

星空案内星空案内 写真・解説
鳥取県認定星空案内人第１号　
新田浩志（星のソムリエ®）

今回は星占いで使用されている 12 星座の 1つ、
いて座（11/23 ～ 12/21）のお話です。
いて座は夏の星座に分類されていて、今頃であれば夜 8時くらい
に南の空の低い位置に見えます。
目立つ 1等星はありませんが、弓矢にあたる台形部分は天の川のすぐ左にあって形が整っているので比較的
見つけやすいです。この弓矢部分は北の北斗七星に似た星の並びがあるので「南斗六星」や、台形を組み合わせて
「ティーポット」と呼ばれたりしています。

いて座の神話：ギリシャ神話の英雄ケイローンは、父である時の神
クロノスが女神フィリアに会いに行った時に周囲の目を欺くために
馬の姿で訪れたため、半人半馬のケンタウルス族と同じ姿で生まれました。
ケイローンは文武に優れた人格者であり、指導者としても優秀であった彼の
許には師事を求めて多くの人物が集いました。
中には後に英雄傑物と呼ばれるようになる人物も多く、かの大英雄ヘラクレス
も彼から弓の技術を学びました。天に昇って星座となった後は隣の猛毒を持つ
サソリが悪さをしないように、その心臓を狙い続けているのです。


